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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第167期

第２四半期
連結累計期間

第168期
第２四半期
連結累計期間

第167期

会計期間
自　2021年４月１日

至　2021年９月30日

自　2022年４月１日

至　2022年９月30日

自　2021年４月１日

至　2022年３月31日

売上高 （百万円） 42,157 51,915 88,084

経常利益 （百万円） 6,158 10,854 13,435

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 4,421 7,505 9,442

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,997 8,437 8,208

純資産額 （百万円） 80,485 99,750 83,896

総資産額 （百万円） 126,302 138,018 129,159

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 189.55 314.73 404.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 170.28 － 363.53

自己資本比率 （％） 63.7 72.3 64.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 7,277 5,922 13,378

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △2,322 △3,005 △6,961

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △795 △1,339 △1,646

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） 36,194 39,288 37,016

 

回次
第167期

第２四半期
連結会計期間

第168期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2021年７月１日

至　2021年９月30日

自　2022年７月１日

至　2022年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 76.62 138.36

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社大阪ソーダ(E00771)

四半期報告書

 2/21



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ウィズコロナの新たな段階への移行が進められる中、持ち直

しの動きが続いております。今後も回復基調が続くものと期待されますが、供給面での制約や原燃料価格の高騰に

加え、ウクライナ情勢の長期化や中国でのゼロコロナ政策による経済活動の停滞、急激な為替変動等の影響もあ

り、先行きは不透明な状況となっております。

　このような環境のもと、当社グループは、第７次中期経営計画「EMPOWER THE NEXT－22」の最終年度を迎え、

「レジリエントな事業基盤の構築」、「マーケットイン型開発の推進」、「SDGsへの取り組み」および「企業文

化・組織風土の改革」の４つの基本方針に基づき、全社一丸となって具体的な施策に取り組みました。

　「レジリエントな事業基盤の構築」では、化学品事業、機能材事業、ヘルスケア事業の３つの事業をコア事業と

位置づけ強靭化戦略を推進しています。当第２四半期連結累計期間においては、化学品事業では、さらなる原燃料

価格上昇に対応した価格改定を実施するとともに生産効率改善のための更新投資・コストダウンに引き続き取り組

みました。機能材事業では、前年度に生産体制を強化したアリルエーテル類の拡販をさらに推し進めました。ヘル

スケア事業では、今期中の完成を目指して医薬品原薬・中間体および医薬品精製材料の設備投資を進めておりま

す。

　「マーケットイン型開発の推進」では、ＮＥＤＯのグリーンイノベーション基金事業として採択された全固体電

池用超高イオン伝導性ポリマーの開発を進めております。

　「SDGsへの取り組み」では、当社グループの取り組みを一層強化、推進するため、サステナビリティ委員会の設

置を決定しました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、519億１千５百万円と前年同期比23.1％の増加となりまし

た。利益面におきましては、営業利益は97億２千２百万円と前年同期比70.7％の増加、経常利益は108億５千４百

万円と前年同期比76.3％の増加、親会社株主に帰属する当期純利益は75億５百万円と前年同期比69.7％の増加とな

り、当第２四半期連結累計期間の各段階利益は過去最高を大幅に更新いたしました。

 

　セグメント別の概況は、以下のとおりであります。

＜基礎化学品＞

　クロール・アルカリは、かせいソーダを中心に需要が堅調に推移したことに加え、原燃料価格上昇にともなう価

格改定を進めたことにより、売上高は増加しました。

　エピクロルヒドリンは、原燃料価格上昇にともなう価格改定を進めたことに加え、為替の影響もあり、売上高は

増加しました。

　以上の結果、基礎化学品の売上高は219億８千８百万円と前年同期比25.3％の増加となりました。

 

＜機能化学品＞

　合成ゴム関連では、エピクロルヒドリンゴムは、自動車用途向けは自動車生産台数の減少による影響を受けまし

たが、ＯＡ用途向けのシェア拡大により、売上高は増加しました。アクリルゴムは、国内をはじめアジアで新規採

用が進んだため、売上高は増加しました。

　ダップ樹脂は、欧州および中国での絶縁ワニス用途を中心に販売が増加したため、売上高は増加しました。

　アリルエーテル類は、欧米で塗料および電子材料用途を中心とするシランカップリング剤向けの拡販が進んだこ

とに加え、為替の影響もあり、売上高は増加しました。

　医薬品精製材料は、欧米並びにアジア向けの糖尿病治療薬用途等の需要が拡大し、売上高は増加しました。医薬

品原薬・中間体は、糖尿病の合併症治療薬中間体、不眠症治療薬中間体および骨粗鬆症治療薬原薬の販売が拡大し

たため、売上高は増加しました。

　以上の結果、機能化学品の売上高は264億２千６百万円と前年同期比21.2％の増加となりました。
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＜住宅設備ほか＞

　生活関連商品の販売が堅調に推移した結果、住宅設備ほかの売上高は35億円と前年同期比24.4％の増加となりま

した。

 

　当第２四半期連結会計期間末における当社グループ財政状態は次のとおりです。

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて、6.9％増加し1,380億１千８百万円

となりました。流動資産は、前連結会計年度末に比べて、9.5％増加し899億３千９百万円となりました。これは、

主として受取手形、売掛金及び契約資産が55億９千３百万円、現金及び預金が32億７千１百万円がそれぞれ増加し

たことによります。固定資産は、前連結会計年度末に比べて、2.3％増加し480億７千８百万円となりました。これ

は、主として投資有価証券が８億９千２百万円増加したことによります。

 

　負債は、前連結会計年度末に比べて、15.5％減少し382億６千７百万円となりました。流動負債は、前連結会計

年度末に比べて17.5％減少し328億６千９百万円となりました。これは、主として１年内償還予定の新株予約権付

社債が87億３千３百万円減少し、支払手形及び買掛金が18億１千７百万円増加したことによります。固定負債は、

前連結会計年度末に比べて、0.3％減少し53億９千８百万円となりました。これは、主として退職給付に係る負債

が６千７百万円、その他固定負債が３千９百万円それぞれ減少したことによります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて、18.9％増加し997億５千万円となりました。これは主として、自己株式

が58億４千８百万円減少したことによります。

 

（キャッシュ・フローの状況）

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて、22億７千１百万円増

加し392億８千８百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれら

の要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、59億２千２百万円の収入（前年同四半期は72億７千７百万円の収入）と

なりました。これは主に、増加要因として税金等調整前四半期純利益が107億３千万円、減価償却費が18億４千万

円、減少要因として売上債権及び契約資産の増加額が34億６千７百万円、法人税等の支払額が26億７千４百万円と

なったことによるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、30億５百万円の支出（前年同四半期は23億２千２百万円の支出）となり

ました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が21億３百万円あったことによるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、13億３千９百万円の支出（前年同四半期は７億９千５百万円の支出）と

なりました。これは主に、配当金の支払額が10億４千９百万円であったことによるものです。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた問題はありません。

 

(3）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は12億３千６百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2022年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,732,017 26,732,017
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は、
100株である

計 26,732,017 26,732,017 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（百万円）

資本金残高
 

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2022年７月１日～
2022年９月30日

- 26,732,017 - 15,871 - 14,382
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（５）【大株主の状況】

  2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 3,420 13.18

株式会社日本カストディ銀行（信
託口）

東京都中央区晴海１丁目８番12号 1,795 6.92

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 876 3.38

株式会社福岡銀行 福岡市中央区天神２丁目13番１号 822 3.17

株式会社伊予銀行 愛媛県松山市南堀端町１番地 748 2.88

帝人株式会社 大阪市北区中之島３丁目２番４号 678 2.61

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 669 2.58

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 637 2.45

ダイソー協栄会 大阪市西区阿波座１丁目12番18号 636 2.45

損害保険ジャパン株式会社 新宿区西新宿１丁目２６番１号 615 2.37

計 － 10,901 42.03

（注）１　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりです。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　　　　　　 3,420千株

株式会社日本カストディ銀行（信託口）　　　　　　　　　　　　　 1,795千株

２　上記のほか当社保有の自己株式   797千株があります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 797,500

完全議決権株式（その他） 普通株式 25,896,900 258,969 －

単元未満株式 普通株式 37,617 － －

発行済株式総数  26,732,017 － －

総株主の議決権  － 258,969 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株（議決権２個）含

まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式52株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社大阪ソーダ

大阪市西区阿波座

１丁目12番18号
797,500 － 797,500 2.98

計 － 797,500 － 797,500 2.98

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社大阪ソーダ(E00771)

四半期報告書

 7/21



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表に

ついて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 16,517 19,789

受取手形、売掛金及び契約資産 26,920 32,514

電子記録債権 3,434 1,508

有価証券 20,499 19,499

商品及び製品 7,703 9,342

仕掛品 2,191 2,187

原材料及び貯蔵品 2,628 3,185

その他 2,326 1,915

貸倒引当金 △79 △2

流動資産合計 82,142 89,939

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,669 6,690

機械装置及び運搬具（純額） 11,605 11,648

土地 2,305 2,305

リース資産（純額） 674 665

建設仮勘定 1,861 2,109

その他（純額） 478 464

有形固定資産合計 23,594 23,883

無形固定資産   

のれん 315 245

ソフトウエア 155 111

その他 79 154

無形固定資産合計 550 510

投資その他の資産   

投資有価証券 21,677 22,570

繰延税金資産 450 413

長期貸付金 18 16

その他 732 788

貸倒引当金 △7 △104

投資その他の資産合計 22,871 23,684

固定資産合計 47,016 48,078

資産合計 129,159 138,018
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,229 16,047

短期借入金 7,172 7,172

未払法人税等 2,990 3,313

賞与引当金 968 914

１年内償還予定の新株予約権付社債 8,733 －

その他 5,756 5,422

流動負債合計 39,850 32,869

固定負債   

リース債務 908 893

繰延税金負債 1,349 1,457

退職給付に係る負債 2,733 2,666

資産除去債務 166 166

その他 254 214

固定負債合計 5,412 5,398

負債合計 45,263 38,267

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,871 15,871

資本剰余金 14,391 17,009

利益剰余金 54,255 60,710

自己株式 △7,658 △1,810

株主資本合計 76,859 91,781

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 6,833 6,802

繰延ヘッジ損益 64 334

為替換算調整勘定 212 884

退職給付に係る調整累計額 △97 △81

その他の包括利益累計額合計 7,012 7,940

非支配株主持分 23 28

純資産合計 83,896 99,750

負債純資産合計 129,159 138,018
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 42,157 51,915

売上原価 29,829 35,139

売上総利益 12,327 16,775

販売費及び一般管理費 ※１ 6,633 ※１ 7,053

営業利益 5,694 9,722

営業外収益   

受取利息 6 6

受取配当金 274 332

持分法による投資利益 25 7

為替差益 27 802

受取保険金 136 5

その他 58 111

営業外収益合計 528 1,265

営業外費用   

支払利息 46 47

棚卸資産廃棄損 － 70

その他 17 17

営業外費用合計 64 134

経常利益 6,158 10,854

特別利益   

投資有価証券売却益 304 －

特別利益合計 304 －

特別損失   

固定資産除却損 64 123

特別損失合計 64 123

税金等調整前四半期純利益 6,398 10,730

法人税、住民税及び事業税 2,105 3,178

法人税等調整額 △128 46

法人税等合計 1,976 3,225

四半期純利益 4,421 7,504

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,421 7,505
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 4,421 7,504

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △526 △30

繰延ヘッジ損益 △30 270

為替換算調整勘定 106 652

退職給付に係る調整額 13 16

持分法適用会社に対する持分相当額 12 23

その他の包括利益合計 △424 932

四半期包括利益 3,997 8,437

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,997 8,433

非支配株主に係る四半期包括利益 0 4
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 6,398 10,730

減価償却費 1,928 1,840

のれん償却額 91 69

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 19

賞与引当金の増減額（△は減少） 32 △54

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 14 △67

受取利息及び受取配当金 △280 △338

支払利息 46 47

為替差損益（△は益） △12 △249

固定資産除却損 64 123

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △304 －

持分法による投資損益（△は益） △25 △7

受取保険金 △136 △5

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 575 △3,467

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,381 △2,176

仕入債務の増減額（△は減少） 992 1,581

未払消費税等の増減額（△は減少） - 142

その他 195 107

小計 8,198 8,294

利息及び配当金の受取額 280 344

利息の支払額 △46 △47

保険金の受取額 136 5

法人税等の支払額 △1,291 △2,674

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,277 5,922

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,977 △2,103

無形固定資産の取得による支出 △57 △85

投資有価証券の取得による支出 △456 △707

投資有価証券の売却による収入 331 －

その他 △162 △109

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,322 △3,005

財務活動によるキャッシュ・フロー   

新株予約権付社債の償還による支出 － △41

自己株式の取得による支出 △1 △235

配当金の支払額 △758 △1,049

その他 △36 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー △795 △1,339

現金及び現金同等物に係る換算差額 98 693

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,258 2,271

現金及び現金同等物の期首残高 31,936 37,016

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 36,194 ※１ 39,288
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【注記事項】

（追加情報）

　当第２四半期連結累計期間において、新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りについて、前連

結会計年度の有価証券報告書に記載した内容から重要な変更はありません。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

販売運賃及び諸掛 2,734百万円 2,901百万円

給料・賞与 1,144百万円 1,126百万円

賞与引当金繰入額 339百万円 352百万円

退職給付費用 59百万円 62百万円

減価償却費 95百万円 109百万円

のれん償却額 91百万円 69百万円

研究開発費 1,132百万円 1,236百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

現金及び預金勘定 21,694百万円 19,789百万円

有価証券勘定 14,499百万円 19,499百万円

現金及び現金同等物 36,194百万円 39,288百万円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月14日
取締役会

普通株式 758 32.50 2021年３月31日 2021年６月11日 利益剰余金

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月５日
取締役会

普通株式 816 35.00 2021年９月30日 2021年12月３日 利益剰余金

 

当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月12日
取締役会

普通株式 1,049 45.00 2022年３月31日 2022年６月13日 利益剰余金

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年11月７日
取締役会

普通株式 1,167 45.00 2022年９月30日 2022年12月５日 利益剰余金

 

３　株主資本の金額の著しい変動

　当第２四半期連結累計期間において、転換社債型新株予約権付社債の新株予約権の権利行使に伴い、自己株式の処

分を行っております。この結果、資本剰余金が2,614百万円増加し、自己株式が6,077百万円減少しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：百万円）

 基礎化学品 機能化学品 住宅設備ほか 合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高       

日本 14,862 10,359 2,796 28,018 － 28,018

アジア 1,893 8,004 15 9,913 － 9,913

欧州 341 2,690 － 3,031 － 3,031

その他地域 447 746 － 1,193 － 1,193

顧客との契約から
生じる収益

17,544 21,800 2,812 42,157 － 42,157

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 17,544 21,800 2,812 42,157 － 42,157

セグメント間の内
部売上高又は振替高

11 338 1,453 1,804 △1,804 －

計 17,555 22,139 4,266 43,961 △1,804 42,157

セグメント利益 1,930 4,226 99 6,256 △562 5,694

（注）１　セグメント利益の調整額△562百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない基礎研究開発等および管理部門の一部に係る費用であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：百万円）

 基礎化学品 機能化学品 住宅設備ほか 合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高       

日本 17,718 10,373 3,500 31,593 － 31,593

アジア 2,998 10,811 － 13,810 － 13,810

欧州 311 3,412 － 3,724 － 3,724

その他地域 958 1,828 － 2,787 － 2,787

顧客との契約から
生じる収益

21,988 26,426 3,500 51,915 － 51,915

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 21,988 26,426 3,500 51,915 － 51,915

セグメント間の内
部売上高又は振替高

107 474 708 1,290 △1,290 －

計 22,095 26,901 4,208 53,205 △1,290 51,915

セグメント利益 3,678 6,591 139 10,409 △686 9,722

（注）１　セグメント利益の調整額△686百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない基礎研究開発等および管理部門の一部に係る費用であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載の通りであります。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎ならびに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額および算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 189円55銭 314円73銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する
四半期純利益金額（百万円）

4,421 7,505

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額（百万円）

4,421 7,505

普通株式の期中平均株式数（千株） 23,328 23,846

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 170円28銭 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する
四半期純利益調整額（百万円）

－ －

普通株式増加数（千株） 2,639 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

　当社は、2022年11月７日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項を決議しました。

 

１．自己株式の取得を行う理由

株主還元および資本効率向上のため。

２．取得の内容

(1)取得株式の種類　　　　　　　　当社普通株式

(2)取得株式の総数　　　　　　　　700,000株（上限）

 (発行済株式総数(自己株式を除く。)に対する割合2.7％)

(3)株式の取得価額の総額　　　　　2,000百万円（上限）

(4)取得期間　　　　　　　　　　　2022年11月８日から2023年２月28日まで

(5)取得の方法　　　　　　　　　　東京証券取引所における市場買付
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２【その他】

　　中間配当

　第168期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）中間配当について、2022年11月７日開催の取締役会におい

て、2022年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議しました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,167百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　45円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　2022年12月５日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年11月８日

株式会社大阪ソーダ

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

大　阪　事　務　所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　英之

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 押谷　崇雄

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大阪

ソーダの２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（２０２２年７月

１日から２０２２年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（２０２２年４月１日から２０２２年９月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大阪ソーダ及び連結子会社の２０２２年９月３０日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

EDINET提出書類

株式会社大阪ソーダ(E00771)

四半期報告書

20/21



四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管している。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。

 

EDINET提出書類

株式会社大阪ソーダ(E00771)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

